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高知県西土佐大宮方言におけるジャ・ヤとその周辺

カーターパーパラ・白坂千里

【キーワード】西土佐大宮方言、ジャ、ヤ

【要旨】

本稿は、高知県西土佐大宮方言におけるジャ、ヤの生起環境について、調査票を用いた面接調

査の結果と談話からの結果をまとめ、考察を行った。その結果、ジャは名詞述語文・形容動調述

語文に使用されるが、動詞・形容詞述語文の推量形にはジャは使用されないもしくは使用されに

くいこと、ヤは以上のいずれの環境にもみられ、ヤがジャよりも広い範囲で使える形式であるこ

とが明らかとなった。そしてヤよりもジャの方が使用されやすく、さらにヤに関して話者の意識

がゆれることなどから、大宮方言においてヤはジャよりも新しい形式であることが分かった。

1. はじめに

本稿では、高知県四万十市西土佐大宮方言（以下、大宮方言）を対象に 2012年7月に行

った調査のうち、主に名詞述語文にあらわれるジャやヤとその周辺に関しての結果報告を

行う J）。日本語では以下の（1) (2）のように、名詞述語文などにおいてジャ、ヤなどが方言

によって使用される。

(1）明日は休みヤ。

(2）昨日は休みジャッタ。

また標準語の「ダロウJに相当する表現には、ジャやヤといった形式が名詞述語文であるか

否かに関わらず使用されることがある。当該方言ではこのような表現にどの形式を用いる

か、そしてどの表現と共起できるかについて調べることを目的とし調査を行った。その結果、

大宮方言で、はジャを名詞・形容動詞を述部に取る場合に使用し、標準語の「ダロウJに相当

する推量形でも同様に名詞・形容動詞を述部に取る場合にジャを使用する。そしてヤも名

調・形容動詞を述部に取る場合に使用するが、推量形では述部に関係なくヤが使用できると

いうことが明らかになった。また大宮方言においては他の方言と同様に、ヤがジャに比べて

新しい形式であることが明らかになった。

以下ではまず 2節で当該形式に関する先行研究を挙げ、次に 3節で調査の概要を説明す

る。4節で調査結果を提示し、 5節では大宮方言におけるジャとヤの生起環境とその関係に

ついて考察する。最後の6節では今後の課題について述べる。

2. 大宮周辺地域におけるジャ・ヤ

大宮方言では、ジャ、ヤが使用されている。大宮方言を対象としたジャ、ヤに関する詳細

1) 調査票の作成、 本調査の実施、報告書の作成はすべてカーターと白坂、共同で、行った。
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な記述は管見の限り見当たらない。そこで、本節では大宮の近隣地域におけるジャ、ヤの使

用についてみていく。

まず本稿で扱うジャやヤといった形式は、断定辞や繋辞動詞とも呼ばれるもので、主に体

言（名調、形容動詞語幹、準体助詞など）が文の述部となる文において体言に後援するもの

であり、標準語におけるダに相当する形式である2）。ジャとヤの関係について、真田（1984:101)

では、「ヤはジャを母胎と して生まれ、ジャの領域内で新しく広がったものである。現在、

ジャはいずれの地においてもヤに圧倒されている」と指摘されている。これに関しては富山

県西南部に位置する真木集落においても、真田（1983）でジャからヤへの交替が観察されて

いる。

またこの生起環境の多様性について述べたものに、白岩・平塚（2009）がある。白岩らは、

日本放送協会編『全国方言資料3）』を用いて、デスなどの丁寧体形式を除いた名詞・形容動

調・ノダ文 ・あいづち表現のソウ（及びその方言形式）を取った述部をすべて収集し、分析

を行った。その結果、これらの形式をどのような環境で使うかという点で日本語内に地域的

多様性があることを明らかにした。

次に、本稿の対象地である大宮の周辺地域におけるジャ、ヤの使用についてみてし、く。白

岩・平塚（前掲）では前述のように『全国方言資料』のテキストからコヒ。ュラの生起環境の

地域差が明らかにされた。これには本稿で扱うジャやヤも含まれる。対象とされた 21地点

のうちに含まれる高知県香北町の結果は以下のようにまとめられる。

・無活用の主文末で最も数多くみられる語形はジャである。
・推量形（ダロー相当）においてはジャを使用する。
さらに、白岩・平塚（前掲）では対象とされていない四国の各地域（高知県高知市領家針

原、高知県幡多郡大方町、高知県幡多郡大月町竜ヶ迫、及び愛媛県北宇和郡津島町）の『全

国方言資料』のテキストから、ジャ、ヤの使用傾向についてまとめると以下のようになる4）。

・名詞述語文の《非過去・肯定》はどの形式も付加されないことが多い。
・名詞述語文の《過去》や《否定》と共に現れるものは主にジャである0
． 名詞と接続調の聞にジャが入る。
・推量形や仮定形も、ジャローやジャッタラのように、ジャを取る。
このように、以上の地域では、名詞《非過去・肯定》の場合には何も取らないことが多いが、

《過去》、《推量》などのように、活用する場合にはジャを取るということがいえる。また、

高木（2002）の高知県宿毛市における幡多方言高年層話者同士のテキストにおいても、同じ

ような傾向がみられた。なお、ヤの例も現れたものの、高知県幡多郡大月町竜ヶ迫のテキス

トに2例、愛媛県北宇和郡津島町のテキストに l例、高木（前掲）のテキストに2例のみで

2) 先行研究の中にはこの形式を「コピュラ」と言及するものがあるが、コピュラと認める範
囲に多様性があることなどから、本稿では「コピュラJという用語を使用しない。白岩 ・
平塚（2009）に関してはジャ、ヤを本文中で「コピュラJと言及しているためそのまま引
用している。
3) 1880～90年代生まれの話者を対象に自然談話及びローノレプレイ談話を収録した談話資料。
4) テキストにおいて形容動詞が使用されたのは、多くても各地2例ずつであり、出現数は非
常に少なかったため名詞の結果のみを挙げる。
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あったため、大宮の潟辺地域ではジャの方がヤより多く用いられるといえる。

以上、大宮の周辺地域におけるジャ・ヤなどの生起環境をまとめてきたが、以上の結果を

みると、本稿の調査対象となる大宮方言では名前述語文において使用する形式はジャであ

るが、どの形式も用いないことも多いと予測が立てられる。

3. 調査の概要

名謂述語文にジャ・ヤなどを用いるか、中でもどの形式を用いるかという点においては日

本語内でも地域差がある。本調査は、意味には触れず、大宮方言において名詞・形容動詞・

動詞・形容調それぞれを述部にとる文においてジャ・ヤを用いるか、どちらの方を用いるか

を調べることを目的とする。調査は商接調査を行い、補足資料として談話テキストも分析に

使用した。以下 3.1節で、は調査の概要について述べ、 3.2節では面接調査及び談話調査にご

協みいただいたインフォーマントの情報を提示する。

3. 1. 謡査方法

本調査は方言翻訳法を採用し、インフォーマントに標準語で作成した調査文を方言に訳

してもらう面接調査を行った。調査には、ジャ・ヤの可能な活用を中心に、標準語のダが現

れ得る調査文を用意した5）。具体的に述べると、名詞述語文の非過去形と過去形及び形容動

詞の非過去形と過去形、加えて標準語のfダロウjに相当する推量形についても確かめた6）。

また、面接調査からは分からない実際の会話でのジャ・ヤの使用実態についてもみるため

に、 2012年度に収録した談話資料も補足的に用いる。録音時間は41分42秒で、話題に困

ったときのために話題表を手渡しているが、話題の指定はしていない。

3. 2. インフォーマントの情報

商接調査と談話調査のインフォーマントは同じであり、そのインフォーマントの情報を

以下の表 lに示す。

表1 インフォーマントの情報

話者B 年齢 性別 鹿住歴 調査日

AEF 81 女性 o，：大宮 2012.7 

AJM 90 男性 ふ17：大宮、 17・19：広島県、 19・23：中 2012.7 

23酬：大賞

5) 調査文は西尾・松木（2001）、真田編（2001・2002）、大西（2002）、工藤（2007a）を参
考に作成した。なお、本稿lま文末詞を用いない述語文についてのみ扱い、文末言司と共起す
る場合については今後の課題としたい。

6) 形容動詞の例として「元気Jを使用したが、インフォーマントが答えづらい場合があると
予想し、 「丈夫j を使用する補選調査察も用窓した。
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4. 調査結果

本節では調査の結果について述べる。先に結果について簡単に述べると、大宮方言で主に

使われる形式はジャであり、ジャは表2に示した環境のうち、動詞・形容詞に後接する推量

形の場合以外によくみられた7）。ジャ・ヤの使用範囲の概要を以下の表2に示す。

表2

前接要素

宮方言においてジャ・ヤが生起する環境

活用形または後接要素 ｜ ヤシヤ l
jo 
0 

肯定形 ! 
否定形 I 
：連体形（過去） ｜ 

名詞・形容動詞涼一一一一一一一一ーし一一一

i接
一一…一一一一一一十推量形 i i 

動調・形容調 i I × lo 

表 2から、ジャもヤもほぼ同じ範囲で使用されることが分かる。しかし、 4.5.3節で後述す

るように、ジャを使用しない動詞・形容詞につく推量形の場合にもヤが用いられることが分

かった。また、話者の意識（面接調査の結果から得られた回答）よりも、談話でみると実際

のヤの使用は多いようである。

以下 4.1節で名詞を述部に取る文について述べ、 4.2節で形容動詞を述部に取る文につい

て述べた後、 4.3節で名詞と形容動詞の仮定形について示す。次に 4.4節で接続詞や接続助

詞など複文の従属節になった場合ついて述べ、最後に 4.5節で標準語の「ダロウ」に相当す

る推量形について述べる。

4. 1. 名詞 ¥ 

名言司を述部に取る場合、大宮方言で主に使用されるのはジャで、あった。ヤの回答にはA品f

とAEF両方に揺れがある。しかし、談話ではヤの使用も多く、ヤは話者が意識しているよ

りも使用されるようである。

まず面接調査の回答をみていくと、名詞述部文においては主にジャが使用される8）。 ヤが

回答として得られたのは、名詞述語文の言い切りの形（3) (4) (5）のみであり、ジャより

も使用が少ない。

7) 

8) 

(3）明日は休み〈ジャ／ヤ）。 ( ( 1）再掲）

(4）昨日は休み（ジャッタ／？ヤッタ）。 ((2）再掲）

(5）今日は休み（ジャナイ／ヤナイ）。

大宮方言では一般的に動調・形容詞の場合にはジャもヤも付加しないことが分かつたた
め、付加可能の推量形について述べる 4.5節のみで動詞・形容詞の結果を挙げる。
以下例文において、形式に付加している「＊」は文法的に不適格であることを、 「つjはや
や不自然であることを表す。

-4-






















